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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年9月15日(2011.9.15)

【公開番号】特開2010-39340(P2010-39340A)
【公開日】平成22年2月18日(2010.2.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-007
【出願番号】特願2008-204028(P2008-204028)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  13/04    　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月2日(2011.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から像側へ順に、第１レンズ群、開口絞り、正の屈折力の第２レンズ群より構成
され、前記第１レンズ群は、材料のアッベ数をνｄＧＰ、部分分散比をθｇＦＧＰとする
とき、
θｇＦＧＰ－（0.6438-0.001682×νｄＧＰ）＞0.005
６０＜νｄＧＰ

なる条件を満足する正レンズを少なくとも1枚有し、
無限遠物点に合焦しているときのバックフォーカスをＢＦ、光学系全系の焦点距離をｆ、
前記第２レンズ群の正レンズの材料の平均屈折率をNp、前記第１レンズ群の正レンズの像
側の面から前記開口絞りまでの光軸上の距離をＬｐとするとき、
１．０＜ＢＦ／ｆ＜３．０
１．６＜Ｎｐ
０．０１＜Ｌｐ／ｆ＜０．８０
なる条件を満足することを特徴とする光学系。
【請求項２】
　前記第１レンズ群は、材料のアッベ数をνｄＧＮ、部分分散比をθｇＦＧＮとするとき
、
θｇＦＧＮ－（0.6438-0.001682×νｄＧＮ）＜0
５０＞νｄＧＮ

なる条件を満足する負レンズを少なくとも１枚有し、
前記負レンズの像側の面から前記開口絞りまでの光軸上の距離をＬｎとするとき、
０．０１＜Ｌｎ／ｆ＜０．８０
なる条件を満足することを特徴とする請求項１に記載の光学系。
【請求項３】
　前記開口絞りから前記第２レンズ群の最終レンズ面までの光軸上の距離をＬＲとすると
き、
０．５＜ＬＲ／ｆ＜１.５
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なる条件を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載の光学系。
【請求項４】
　前記第１レンズ群は、材料のアッベ数をνｄＧＮＦ、部分分散比をθｇＦＧＮＦとする
とき、
θｇＦＧＮＦ－（0.6438-0.001682×νｄＧＮＦ）＞0
なる条件を満足する負レンズを少なくとも1枚有し、
前記少なくとも１枚の負レンズの像側の面から前記開口絞りまでの光軸上の距離をＬｎＦ
とするとき
０．８０＜ＬｎＦ／ｆ＜２．００
なる条件を満足することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の光学系。
【請求項５】
　前記第２レンズ群の焦点距離をｆ２とするとき、
１．０＜ｆ２／ｆ＜２．０
なる条件を満足することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の光学系。
【請求項６】
　光電変換素子に像を形成することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の
光学系。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項の光学系と、該光学系によって形成される像を受光する
光電変換素子とを備えることを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
本発明の光学系は、物体側から像側へ順に、第１レンズ群、開口絞り、正の屈折力の第２
レンズ群より構成され、前記第１レンズ群は、材料のアッベ数をνｄＧＰ、部分分散比を
θｇＦＧＰとするとき、
θｇＦＧＰ－（0.6438-0.001682×νｄＧＰ）＞0.005
６０＜νｄＧＰ

なる条件を満足する正レンズを少なくとも1枚有し、
無限遠物点に合焦しているときのバックフォーカスをＢＦ、光学系全系の焦点距離をｆ、
前記第２レンズ群の正レンズの材料の平均屈折率をNp、前記第１レンズ群の正レンズの像
側の面から前記開口絞りまでの光軸上の距離をＬｐとするとき、
１．０＜ＢＦ／ｆ＜３．０
１．６＜Ｎｐ
０．０１＜Ｌｐ／ｆ＜０．８０
なる条件を満足することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　図１は本発明の実施例１の光学系のレンズ断面図である。図２は実施例１の光学系が無
限遠物体に合焦したときの収差図である。図３は本発明の実施例２の光学系のレンズ断面
図である。図４は実施例２の光学系が無限遠物体に合焦したときの収差図である。図５は
本発明の実施例３の光学系のレンズ断面図である。図６は実施例３の光学系が無限遠物体
に合焦したときの収差図である。 図７はアッベ数νｄと部分分散比θｇＦの関係を示す
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説明図である。図８は本発明のレトロフォーカスレンズにおける色収差の補正原理を説明
するための模式図である。図９は本発明の光学系を備えるカメラ（撮像装置）の要部概略
図である。
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